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■ 研究課題名

異種間生殖系列キメラを用いた魚類の配偶子誘導に関わる実証的研究

■ 研究の目的
　本研究では、作物の生産に使われている「接ぎ木」、「花粉（葯）培養」、「胚珠培養」の技術を、
生殖系列キメラを用いて養殖魚の種苗の生産に応用できるかどうかを実証しようとした。すなわち、
①キンギョ等の淡水魚を使って、ウナギを含む様々な水産重要種の精子を作りだせるか、②異種を
使った卵形成の限界が、種の遺伝的差によるか、種間にある繁殖特性の違いによるものか、③半数性、
雑種のゲノム構成を持つ細胞から配偶子を作りだせるか、を検証した。

■ 研究項目・実施体制（◎は研究代表者）
①水産重要種での精子形成
　（◎山羽悦郎 / 北海道大学北方生物圏フィールド科学センター、荒井克俊、足立伸次 / 北海道大学水産科学研究院）
②小型魚類を用いた配偶子形成
　（◎山羽悦郎／北海道大学北方生物圏フィールド科学センター、荒井克俊／北海道大学水産科学研究院）
③倍数性を操作した始原生殖細胞からの配偶子形成
　（◎山羽悦郎／北海道大学北方生物圏フィールド科学センター、荒井克俊／北海道大学水産科学研究院）

■ 研究の内容・主要な成果
①チョウザメ、ウナギ、コイ、シシャモ等 12 種類の水産重要種をドナーとして始原生殖細胞（PGC）を分離し、コイ目魚

類に属するキンギョ、ゼブラフィッシュ、あるいはドジョウ宿主胚へ移植した。その結果、多くのドナー PGC は宿主生
殖隆起へと移動したが、コイ目内の魚種を除いて精子へ分化する可能性は認められなかった。近縁種での精子形成は可
能であるが、目を越える遠縁種での精子形成は困難と考えられた。( 表 1)

②宿主としてのゼブラフィッシュの性は PGC の数によって決定されるという報告に対し、キンギョ、ドジョウでは、体細
胞の性が生殖腺の性を決定することが明らかとなった。また、ドジョウの PGC、あるいはゼブラフィッシュの PGC を
キンギョの胚へ移植した場合、卵形成が起こるものの周辺仁期で停止することが明らかとなった。( 図 1)

③ドジョウ、キンギョ、ゼブラフィッシュ共に、半数性の PGC から機能的な精子が分化することが明らかとなり、動物に
おいても植物の「花粉（葯）培養」に相当する育種が可能と考えられた。( 図２)

■ 今後の展開方向・見込まれる波及効果
①�半数性の PGC からの精子形成が可能であることを明らかにした。もし、卵形成が可能であれば、生殖系列キメラを介し

て一代でホモクローンあるいはヘテロクローン系統が樹立できる。
②�コイの精子をキンギョで作ることが出来たことから、コイ半数体 PGC を用いたコイの系統の樹立をキンギョで行うこと

が可能と考えられる。
③�近縁種の宿主を用いて、水産重要種の新品種の育成が可能となる。
④�上記を総合して、魚類において、PGC と生殖系列キメラを利用して、植物での「接ぎ木」、「花粉培養」に相当する育種

が可能となると考えられ、植物育種と同等の発展が期待できる。
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■ 研究成果の具体的図表

異種間生殖系列キメラを用いた魚類の配偶子誘導に関わる実証的研究


